
 

 

 

１．事業の目的（趣旨・ねらい） 

   外国人との交流を通して外国文化に親しみを持つとともに、国際交流を楽しみなが

ら外国人とのコミュニケーションを図る 

 

２．事業の概要 

（１）期日  

① 令和２年１１月２８日（土） 日帰り 

② 令和２年１１月２９日（日） 日帰り 

 

（２）参加者 

① 募集対象・人数 

各回：小学３年生～６年生 ２４人（岡山県内の方限定） 

②  参加人数 

      令和２年１１月２８日（土）２１人 

     令和２年１１月２９日（日）２３人 

 

（３）講師 

① １１月２８日（土） 

環太平洋大学の留学生９人(ケニア、タイ、ベトナム) 

環太平洋大学の学生（通訳）４人 

② １１月２９日（日） 

環太平洋大学の留学生１１人（タイ、中国、ベトナム） 

環太平洋大学の学生（通訳）４人 

 

（４）企画・運営のポイント 

① 国際交流に関心を持つきっかけとなるように、各国の挨拶や文化について、グ 

ループに分かれて話す時間を設けた。 

   ② 各国の文化や遊びの紹介では、留学生に任せることにより、参加者と留学生が

一緒になって楽しみながら学ぶことができた。 

   ③ 自分の国の遊びを留学生に教えることで、自国と他国の違いも感じることがで

きるようにした。 

④ 環太平洋大学職員の方と連携し、留学生に対するボランティアの募集や取りま

とめ、出欠などの連絡を行っていただいた。 

      ⑤  新型コロナウイルス感染拡大防止の観点から、マスクやフェイスシールドを活

動の場面ごとに使い分けて実施した。 

     また、アルコール消毒や換気を徹底して実施した。 

 

令和２年度 国立吉備青少年自然の家教育事業 

Let's Enjoy！コミュニケーションキャンプ！ 



 ３．活動の内容等 

（１）日程 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）活動の状況 

     

 

 

 

 

 

 

     【国紹介】                        【自己紹介】 

 

         

 

 

 

 

 

 

 

 【外国の遊び：タイ】                    【外国の遊び：中国】    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

内容 

9:30 

10:00 

10:30 

12:00 

13:00 

15:00 

 

15:30 

16:00 

受付 

開会式 アイスブレイク 

外国文化に触れよう！① 

昼食（持参弁当） 

外国文化に触れよう！② 

レッツコミュニケーション！ 

キビのもりを散策しよう！ 

閉会式 

解散 



 

 

 

 

 

 

 

   【外国の遊び：ケニア】                【外国の遊び：ベトナム】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 【日本の遊び紹介：はないちもんめ】             【アルファベット探し】 

  

４．成果・課題 

 （１）満足度 

     ① １１月２８日（土）  

満足：８５％ やや満足：１０％ 不満：５％ 

     ② １１月２９日（日） 

          満足：９２％ やや満足：８％ 

 

 （２）参加者の声 

① 英語以外の言葉も学んでみたいと思った。 

   ② 外国の人やいろいろな友達ができて嬉しかった。 

   ③ 留学生の人に外国の遊びを教えてもらい、学校の友達にも教えてあげたいと思 

った。 

   ④ 最初は緊張して英語が話せるか不安だったけれど、英語を話すよりも交流する

ことの方が大切なのだと思った。 

   ⑤ 留学生と触れ合えて楽しかった。 

 

 

 

 

 

 



（３）成果 

① 事業を通して、参加した小学生は外国人の留学生と活発に交流する姿が見られ 

た。具体的には、留学生へそれぞれの国の有名な食べ物や観光地などについて興 

味深く聞き、積極的に尋ねることができた。 

② 日本の遊びを留学生に説明する活動では、なかなかルールが伝わらず、身振り 

手振りやデモンストレーションを行うなどして伝えている様子が見られた。 

③ 英語だけではなく、ベトナム語やタイ語、中国語を教えてもらったことで、 

様々な国の言葉や文化を学ぶことにつながり、日本以外の国に興味関心を持つこ 

とができた。 

  

（４）今後の課題 

  ① 新型コロナウイルス感染拡大防止の観点から手指消毒や換気を行ったが、活動

によっては参加者同士の距離が近くなる場面が生じてしまった。密になることを

控えながらの活動について模索していく必要がある。 

 ② 国際交流事業を行う上で、参加者と外国の方とのコミュニケーションを課題と 

し、今後どのようなアプローチが有効であるか検討していきたい。 

 

 

担当：企画指導専門職付 貞方 貴衣 


